
広報 常陸大宮 平成３０年１１月号４

市では、市民の皆さんの日常における市政等への意識や関心などについて広くご意見を伺うため、平成３０年７
月に「一般アンケート（一般）」「若者アンケート（中学生）（高校生等）」の調査を実施しました。アンケート調
査の結果について概要をお知らせします。

平成３０年度市民意識調査に対する
アンケート調査の結果をお知らせします

①一般アンケート 調査対象：無作為に抽出した市内在住の１８歳以上の男女３，０００人
調査方法：郵送配布、郵送回収 回収数（回収率）：９７０票（３２．３％）

②若者アンケート（中学生） 調査対象：市内中学校に通学する２年生 ３６２人
調査方法：直接配布、直接回収 回収数（回収率）：３１７票（８７．６％）

（高校生等）調査対象：市内在住の１７歳 ３９１人
調査方法：郵送配布、郵送回収 回収数（回収率）：９０票（２３．０％）

・一般では、「自然」と回答した人が全体の
１３．４％と最も多く、次いで「久慈川」が
５．３％、「西塩子の回り舞台」が５．１％と
なっています。

・中学生では、「かわプラザ」と回答した人
が全体の１６．５％と最も多く、次いで「自
然」が１５．０％、「祇園祭」が１４．１％となっ
ています。

・高校生等では、「かわプラザ」と回答した
人が１２．２％、次いで「自然」が８．５％、
「祇園祭」が７．３％となっています。

問）常陸大宮市で市外に自慢・紹介したいもの（したいこと）（記述回答）

■実施方法及び回収率

中学生 高校生等

■上位回答１０項目（同率含む）

一般

広報 常陸大宮 平成３０年１１月号５

問）常陸大宮市が好きですか？

・一般では、「どちらかといえば好き」と回答した人が３６．０％と最も多く、次いで「好き」が３２．８％を占めてお
り、好意的な回答（「好き」「どちらかといえば好き」）をした人は６８．８％となっています。

・中学生では、「どちらかといえば好き」と回答した人が３４．４％と最も多く、次いで「好き」が３３．１％となってい
ます。

・高校生等では、「どちらともいえない」と回答した人が３２．２％と最も多く、次いで「どちらかといえば好き」が
２７．８％、「好き」が２６．７％となっています。

問）常陸大宮市は魅力的なまちと感じますか？

・一般では、「どちらかといえば魅力がある」と回答した人が３３．２％と最も多く、次いで「どちらかといえば魅力
がない」が２５．１％となっています。
「魅力がある」「どちらかといえば魅力がある」と回答した人は４３．７％となっています。
・「どちらかといえば魅力がある」と回答した人が、中学生は３４．１％、高校生等は３４．４％、「どちらかといえば魅

力がない」と回答した人が、中学生は２１．５％、高校生等は２２．２％となっています。

問）これからも、今住んでいる地域に住みたいと思いますか？ （一般）
大人になっても、常陸大宮市に住みたいですか？（中学生、高校生等）

・一般では、前回調査（平成２７年）と比較して、「今の地域にずっと住み続けたい」は９．１％減少し、本市からの
転出意向（「茨城県内の他の市町村に移り住みたい」「県外に移り住みたい」）は４．３％増加しています。

・中学生では、「わからない」と回答した人が２９．３％と最も多く、次いで「できれば住みたい」が２９．０％、「でき
れば住みたくない」が１４．８％となっています。

・高校生等では、「わからない」と回答した人が３４．４％と最も多く、次いで「できれば住みたい」が２２．２％、「で
きれば住みたくない」が２０．０％となっています。

問）将来どのようなまちになってほしいか？【複数回答】

・一般では、「誰もが安心して暮らせる保健・医療・福祉サービスが充実したまち」と回答した人が２０．６％と最も
多く、次いで「交通や買い物など生活の利便性が高いまち」が１１．９％、「道路・公園・上下水道などの居住環境
が整ったまち」が９．８％となっています。

・中学生では、「買い物や交通などがある利便性のあるまち」と回答した人が１１．７％と最も多く、次いで「自然豊
かなまち」が１１．４％、「多くの人が訪れる観光のまち」が８．８％となっています。

・高校生等では、「働く場所がある活気のあるまち」と回答した人が１２．０％と最も多く、次いで「買い物や交通な
どがある利便性のあるまち」が１１．２％、「自然豊かなまち」が１０．４％となっています。

※アンケート調査結果の詳細につきましては、市のホームページで閲覧できます。または、本庁企画政策課、各
支所総合窓口でも閲覧することができます。

■問い合わせ■ 政策審議室 企画政策課 企画政策グループ 緯52‐1111（内線309/310）

［一般］


